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FIP制度の詳細設計に向けた基本的な⽅針
 FIP制度は、再エネの⾃⽴化へのステップとして、電⼒市場への統合を促しながら、投資インセンティブが確保され

るように⽀援する制度。FIP制度が、FIT制度から他電源と共通の環境下で競争する⾃⽴化までの、途中経
過に位置付けられるものであることを踏まえれば、FIP制度を構成する各要素について、FIT制度から他電源と
共通の環境下で競争するまでの途中経過に位置付けられるよう、詳細設計すべきではないか。

 また、再エネをFIP制度を通じて電⼒市場への統合を進めていく趣旨からは、詳細設計に当たっては、電⼒市場
への統合が進むか、電⼒市場全体のシステムコストが低減する⽅向に働くか、といった観点が重要。こうした点を
踏まえると、FIP制度を取り巻く各要素が電⼒市場をなるべく的確に反映すべきである。同時に、再エネ電源が
まだ⾃⽴しておらず、かつ、国⺠負担を抑制しながら再エネを最⼤限導⼊していく観点からは、過度に不確実性
が⾼くならないようにすることも⼤切。さらに、利⽤しやすい制度とするためにも、詳細設計においてはシンプルに
仕上げる観点も重要。

 FIP制度の詳細設計に当たっては、これらを基本的な⽅針としながら進めていくべきではないか。
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制度開始当初は、バランシングコスト（計画値同時同量に対応するためのコスト）の⽔準に配慮。
具体的には、2022年度は1.0円/kWhとし、施⾏から３年間は、緩やかに0.05円/kWhずつ低
減、４年⽬以降は0.1円/kWhずつ低減させ、 「バランシングコストの⽬安＝FITインバランスリス
ク料と同額」を⽬指す。加えて、中⻑期的には、周辺ビジネスの環境に応じて、バランシングコスト⾃
体の低減を⽬指すことしてはどうか。
こうした仕組みにより、FIP制度開始当初、FITからの移⾏へのインセンティブを持たせ、市場を創出。
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（参考）FIP制度当初のバランシングコストについて 2021/1/12 第23回⼤量⼩委、第11回主⼒化⼩委合同会議 資料１
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FIP制度 簡易収⼊シミュレーション
＜市場価格⼀定ケース＞

＜市場価格変動ケース＞

単位︓円/kWh

N年度 合計 年度平均
市場単価4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

市場収⼊ 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 96.0 8.0 
プレミアム収⼊ 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 24.0 
単⽉合計 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 120.0 

N＋１年度 合計 年度平均
市場単価4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

市場収⼊ 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 96.0 8.0 
プレミアム収⼊ 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 24.0 
単⽉合計 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 120.0 

N年度 合計 年度平均
市場単価4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

市場収⼊ 7.0 8.0 8.0 7.0 8.0 9.0 5.0 5.0 7.0 10.0 5.0 4.0 83.0 6.92 
プレミアム収⼊ 3.0 2.0 2.0 3.0 2.0 1.0 5.0 5.0 3.0 0.0 5.0 6.0 37.0 
単⽉合計 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 120.0 

N＋１年度 合計 年度平均
市場単価4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

市場収⼊ 5.0 8.0 4.0 7.0 9.0 9.0 5.0 5.0 6.0 10.0 8.0 5.0 81.0 6.75 
プレミアム収⼊ 5.1 3.1 7.1 3.1 2.1 3.1 3.1 3.1 4.1 3.1 0.1 2.1 39.0 
単⽉合計 10.1 11.1 11.1 10.1 11.1 12.1 8.1 8.1 10.1 13.1 8.1 7.1 120.0 

※⼀定の過程をおいたシミュレーションであり、想定ケース次第では変動するもの
※合計は、期待収益を⽐較するため、簡易的に毎⽉１単位ずつ発電されたとして⾜し上げたもの。
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FIP制度 簡易収⼊シミュレーション

N年度 合計 年度平均
市場単価4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

市場収⼊ 8.0 3.0 3.0 8.0 8.0 8.0 3.0 3.0 8.0 8.0 8.0 8.0 76.0 6.3 
プレミアム収⼊ 2.0 7.0 7.0 2.0 2.0 2.0 7.0 7.0 2.0 2.0 2.0 2.0 44.0 
単⽉合計 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 120.0 

N＋１年度 合計 年度平均
市場単価4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

市場収⼊ 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 96.0 8.0 
プレミアム収⼊ 3.7 0.0 0.0 3.7 3.7 3.7 0.0 0.0 3.7 3.7 3.7 3.7 29.3 
単⽉合計 11.7 8.0 8.0 11.7 11.7 11.7 8.0 8.0 11.7 11.7 11.7 11.7 125.3 

＜市場価格⾼騰ケース＞

＜市場価格下落ケース＞

単位︓円/kWh

N年度 合計 年度平均
市場単価4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

市場収⼊ 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 40.0 8.0 8.0 128.0 10.7 
プレミアム収⼊ 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 0.0 2.0 2.0 22.0 
単⽉合計 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 40.0 10.0 10.0 150.0 

N＋１年度 合計 年度平均
市場単価4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

市場収⼊ 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 96.0 8.0 
プレミアム収⼊ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 10.0 
単⽉合計 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 18.0 8.0 8.0 106.0 

※⼀定の過程をおいたシミュレーションであり、想定ケース次第では変動するもの
※合計は、期待収益を⽐較するため、簡易的に毎⽉１単位ずつ発電されたとして⾜し上げたもの。





（参考）FIP制度の導⼊とアグリゲーション・ビジネスの活性化

東芝ネクストクラフトベルケ(株)

（出典）東芝エネルギーシステムズ(株)HP

 ⽇本国内を中⼼にバーチャルパワープラント（VPP）技術を活⽤し、再
⽣可能エネルギー発電事業者や需要家、発電事業者を束ねるアグリ
ゲーター向けに、計画値同時同量への対応や電⼒の需給調整市場
における最適なトレーディング運⽤などの⽀援サービスを提供。

 FIP以降の環境下で、発電事業者に課される計画値同時同量への
対応を⽀援。
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 FIP制度の導⼊にあたってアグリゲーション・ビジネスの活性化が重要であると同時に、アグリゲー
ターにとっては、FIP制度の導⼊により、①再エネ電気の供給タイミング等の⼯夫により売電収
益を向上するインセンティブ、②インバランス発⽣を抑制するインセンティブが出てくることが、ビジネ
ス・チャンスになると考えられる。

 こうしたなか、FIP制度の詳細設計が具体化するにつれ、FIP制度の導⼊を機にアグリゲーショ
ン・ビジネスに参⼊しようという動きも徐々に活発化してきている。

 欧州の電⼒市場で⻑年培った豊富な取引経験に基づく運⽤ス
キルを活かして⽇本での再エネ電⼒取引を安定化し、市場価格
を意識した電⼒トレーディングや環境価値の取引、相対取引の機
会を提供するなど FIP 電源の収益性の向上を⽀援。

 またこれらサービスを通じて追加性のある再エネ発電設備への投
資を促し、再エネ電⼒の利⽤拡⼤に寄与。

(株)ZECPOWER

（出典）(株)ZECPOWER HP






